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大
月
地
域
事
務
所
及
び
甲
府
募
集
案

内
所
（
甲
東
地
区
・
巨
摩
地
区
担
当
）

は
、
昨
年
12
月
か
ら
２
月
上
旬
に
か
け

て
、
県
内
各
地
に
お
い
て
左
記
の
日
程

で
業
界
研
究
、
セ
ミ
ナ
ー
等
に
参
加
し

ま
し
た
。

今
回
の
業
界
研
究
、
セ
ミ
ナ
ー
等
は
、

就
職
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
大
学
生
を

主
な
対
象
と
し
て
実
施
さ
れ
、
自
衛
隊

を
含
め
様
々
な
業
種
の
企
業
が
参
加
し

ま
し
た
。
企
業
・
業
界
に
つ
い
て
知
識

を
深
め
た
り
、
就
職
を
考
え
る
上
で
役

立
つ
情
報
が
得
ら
れ
る
と
あ
っ
て
、
参

加
さ
れ
た
方
々
は
熱
心
に
説
明
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。
広
報
官
も
、
の
べ

１
０
０
名
を
大
き
く
上
回
る
数
多
く
の

方
々
に
一
般
幹
部
候
補
生
、
一
般
曹
候

補
生
及
び
航
空
学
生
等
の
任
用
制
度
に

つ
い
て
紹
介
す
る
と
と
も
に
自
衛
隊
の

業
務
や
魅
力
に
つ
い
て
熱
く
Ｐ
Ｒ
し
ま

し
た
。

各
会
場
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
に
よ
る
厳
し
い
就
職
状
況
か

ら
、
「
早
く
動
き
出
さ
な
け
れ
ば
と
危

機
感
を
持
っ
た
」
「
説
明
を
聞
い
て
自

衛
隊
も
就
職
先
と
し
て
検
討
し
て
み
よ

う
と
思
っ
た
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

・
Ｙ
Ｂ
Ｓ
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
業
界
研
究

令
和
２
年
12
月
23
日
（
水
）

ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨

令
和
３
年
１
月
11
日
（
月
）

ア
ピ
オ
甲
府

令
和
３
年
２
月
１
日
（
月
）

県
立
図
書
館

・
官
公
庁
等
合
同
セ
ミ
ナ
ー

令
和
３
年
１
月
15
日
（
木
）

山
梨
大
学

・
マ
イ
ナ
ビ
業
界
研
究
フ
ェ
ア

令
和
３
年
２
月
６
日
（
土
）

ア
ピ
オ
甲
府

山
梨
地
本
は
、
今
後
も
左
記
の
予
定

で
合
同
企
業
説
明
会
等
に
参
加
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
時
間
未
決
定
の
分
に
つ

い
て
は
、
決
定
次
第
地
本
Ｈ
Ｐ
等
で
ご

案
内
し
ま
す
。

・
Ｙ
Ｂ
Ｓ
合
同
就
職
説
明
会

３
月
１
日
（
月
）

１
１
０
０
～
１
６
３
０

ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨

３
月
９
日
（
火
）
～
12
日
（
金
）

オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会
（
内
１
日
）

３
月
25
日
（
木
）

甲
府
記
念
日
ホ
テ
ル

４
月
24
日
（
土
）

ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨

５
月
22
日
（
土
）

ア
ピ
オ
甲
府

・
マ
イ
ナ
ビ
就
職
セ
ミ
ナ
ー

合
同
会
社
説
明
会

３
月
３
日
（
水
）

ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨

自
衛
隊
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
是
非

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
現
役
自
衛
官
が
皆

様
か
ら
の
ご
質
問
に
懇
切
丁
寧
に
お
答

え
し
ま
す
。

山
梨
地
本
に
お
い
て
昇
任
及
び

人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で

紹
介
し
ま
す

【
昇
任
者
】
（
令
和
３
年
１
月
１
日
付
）

募
集
課

募
集
班

募
集
班
長

３
等
空
佐

東

新
治

援
護
課

山
梨
地
域
援
護
セ
ン
タ
ー

援
護
係
長

１
等
陸
曹

深
澤

照
彦

【
転
入
者
】

（
令
和
３
年
１
月
12
日
付
）

募
集
課

企
画
班

企
画
係

３
等
海
曹

寺
倉

宏
樹

横
須
賀
基
地
業
務
隊
か
ら

業界研究及び合同企業説明会の実施・予定

人
事
往
来

山
梨
地
本
は
、
今
年
最
初

と
な
る
高
等
工
科
学
校
生
徒

採
用
試
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

試
験
の
際
に
は
、
引
き
続
き

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
に
留
意
し
て
試
験

を
実
施
し
ま
し
た
。

高
等
工
科
学
校
は
、
将
来

陸
上
自
衛
隊
に
お
い
て
、
高

機
能
化
・
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ

た
装
備
品
を
駆
使
・
運
用
す

る
と
と
も
に
、
国
際
社
会
に

お
い
て
も
自
信
を
持
っ
て
対

応
で
き
る
自
衛
官
と
な
る
者

を
養
成
し
教
育
す
る
陸
上
自

衛
隊
の
学
校
で
３
学
年
終
了

時
高
等
学
校
の
卒
業
資
格
を

取
得
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

１

高
等
工
科
学
校
生
徒

１
次
試
験

１
月
23
日
（
日
）
、
甲
府

市
の
甲
府
合
同
庁
舎
に
お
い

て
、
第
１
次
試
験
を
実
施
し

ま
し
た
。
受
験
生
達
は
真
剣

な
表
情
で
５
科
目
の
筆
記
試

験
及
び
作
文
試
験
に
臨
ん
で

い
ま
し
た
。
試
験
開
始
前
や

休
憩
時
間
を
利
用
し
て
、
受

験
生
は
試
験
の
直
前
ま
で
参

考
書
の
確
認
に
努
め
る
な
ど

試
験
に
対
す
る
意
気
込
み
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

２

高
等
工
科
学
校
生
徒

２
次
試
験

２
月
８
日
（
土
）
に
は
北

富
士
駐
屯
地
に
お
い
て
、
第

２
次
試
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

口
述
試
験
（
個
別
面
接
）
及

び
身
体
検
査
が
実
施
さ
れ
、

口
述
試
験
で
は
受
験
生
た
ち

は
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
よ
う

な
元
気
な
声
で
、
「
災
害
派

遣
の
際
に
は
み
ん
な
を
助
け

た
い
」
「
高
等
工
科
学
校
で

学
ん
で
、
防
衛
大
学
校
に
進

ん
で
幹
部
自
衛
官
に
り
た
い
」

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
高
等
工
科

学
校
に
対
す
る
思
い
を
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
ま
し
た
。

現
在
、
自
衛
官
等
の
採
用

試
験
は
、
予
備
自
衛
官
補
、

医
科
・
歯
科
幹
部
、
一
般
幹

部
候
補
生
及
び
一
般
曹
候
補

生
が
受
付
中
で
す
。
自
衛
官

採
用
等
に
関
す
る
質
問
等
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
山
梨
地
本

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

２
月
14
日
（
日
）
山
梨
地

本
は
静
岡
地
本
と
合
同
で
、

沼
津
海
浜
訓
練
場
（
静
岡
県

沼
津
市
）
に
お
い
て
海
上
自

衛
隊
エ
ア
ク
ッ
シ
ョ
ン
艇

（
通
称
Ｌ
Ｃ
Ａ
Ｃ
（
エ
ル
キ
ャ
ッ

ク
）
）
の
見
学
を
実
施
し
ま

し
た
。
山
梨
か
ら
は
募
集
対

象
者
を
は
じ
め
と
す
る
９
名

の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

Ｌ
Ｃ
Ａ
Ｃ
は
海
上
自
衛
隊

で
も
６
隻
し
か
な
い
珍
し
い

艦
艇
で
、
海
面
に
空
気
を
吹

き
付
け
て
浮
上
し
、
船
尾
に

あ
る
大
型
の
扇
風
機
の
よ
う

な
プ
ロ
ペ
ラ
を
回
し
て
前
後

に
進
み
ま
す
。
ま
た
、
90
式

戦
車
な
ら
１
両
、
人
員
で
あ

れ
ば
約
30
名
を
積
載
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
参
加
者
は

訓
練
場
に
到
着
後
、
砂
浜
で

待
機
し
て
い
る
Ｌ
Ｃ
Ａ
Ｃ
に

乗
艇
し
艇
内
を
見
学
し
、
引

き
続
き
砂
浜
に
乗
り
上
げ
る

ビ
ー
チ
ン
グ
の
訓
練
を
見
学

し
ま
し
た
。
ビ
ー
チ
ン
グ
の

様
子
は
め
っ
た
に
見
ら
れ
な

い
こ
と
も
あ
り
、
参
加
者
は

皆
、
迫
力
あ
る
姿
に
目
を
見

張
る
と
と
も
に
「
入
隊
後
は

Ｌ
Ｃ
Ａ
Ｃ
で
勤
務
し
て
み
た

い
」
と
い
う
声
が
聴
か
れ
ま

し
た
。

今
回
の
見
学
を
通
じ
て
、

参
加
さ
れ
た
皆
様
に
、
海
上

自
衛
隊
に
は
多
様
な
艦
艇
が

あ
り
、
活
躍
の
場
も
幅
広
い

こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
け
た

と
思
い
ま
す
。



第107号 Y A M A N A S H I 令和3年3月号

【お問い合わせ先】山梨地方協力本部：055-253-1591 大月地域事務所：0554-22-1298

甲府募集案内所：055-228-6427 同巨摩地域担当：055-283-5150 【ＨＰ】https://www.mod.go.jp/pco/yamanashi/

自
衛
隊
で
は
、
精
強
性
を
維
持
す

る
必
要
性
か
ら
若
年
定
年
制
が
と
ら
れ

て
い
る
た
め
大
半
が
50
歳
代
半
ば
で
定

年
退
職
し
ま
す
。

自
衛
隊
で
は
、
数
多
く
の
隊
員
が
勤

務
で
培
っ
た
強
い
責
任
感
、
さ
ら
に
職

種
毎
に
身
に
着
け
た
高
い
技
術
を
退
職

後
も
様
々
な
分
野
で
発
揮
し
、
社
会
に

貢
献
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
平
成
26
年
９
月
に
定
年
退

官
し
、
県
内
に
お
い
て
、
嘱
託
社
員
と

し
て
勤
務
さ
れ
て
い
る
自
衛
官
Ｏ
Ｂ
の

方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

株
式
会
社
ム
ト
ウ
山
梨

岡
村

義
仁

私
は
、
自
衛
官
退
職
後
、
山
梨
県
甲

斐
市
に
あ
り
ま
す
株
式
会
社
ム
ト
ウ
山

梨
（
医
療
用
機
器
・
介
護
用
品
販
売
等
）

に
正
社
員
と
し
て
採
用
さ
れ
、
令
和
２

年
９
月
よ
り
嘱
託
職
員
と
勤
務
し
て
お

り
ま
す
。

私
の
他
に
も
現
在
２
名
の
退
職
自
衛

官
が
正
社
員
と
し
て
こ
ち
ら
の
会
社
で

お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

業
務
内
容
は
、
会
社
に
届
い
た
医
療

消
耗
品
の
検
品
か
ら
倉
庫
へ
の
格
納
、

並
び
に
倉
庫
か
ら
必
要
な
資
材
を
県
内

の
病
院
へ
配
送
す
る
こ
と
で
す
。

現
在
の
勤
務
に
お
い
て
感
じ
る
こ
と

は
、
自
衛
隊
で
培
っ
た
実
行
力
や
責
任

感
及
び
指
導
力
は
、
非
常
に
役
立
っ
て

お
り
、
勤
務
先
か
ら
も
高
い
評
価
を
受

け
て
い
る
も
の
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
定
年
さ
れ
る
後
輩
の
方
々

の
中
に
は
、
業
務
が
忙
し
く
、
定
年
後

の
自
分
の
姿
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
て
い
な

い
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ

ん
な
時
は
、
自
分
の
大
切
に
し
た
い
こ

と
を
明
確
に
す
る
と
イ
メ
ー
ジ
が
し
や

す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

特
に
、
現
在
は
自
ら
が
情
報
を
収
集

し
幅
広
い
視
野
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る

時
代
で
す
の
で
、
主
体
性
と
先
行
性
を

も
っ
て
再
就
職
準
備
を
行
う
事
が
重
要

で
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の

中
、
訓
練
及
び
、
災
害
派
遣
等
連
日
忙

し
い
状
況
だ
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
か

体
に
気
を
付
け
て
任
務
に
ま
い
進
し
て

下
さ
い
。
皆
さ
ん
に
負
け
な
い
よ
う
私

達
も
日
々
の
業
務
を
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

山
梨
地
本
は
１
月
29
日
（
金
）
か
ら

２
月
２
日
（
火
）
ま
で
の
間
、
第
１
特

科
隊
第
３
中
隊
（
北
富
士
駐
屯
地
）
が

担
任
・
実
施
し
た
令
和
２
年
度
第
５
回

予
備
自
衛
官
５
日
間
訓
練
に
、
予
備
自

衛
官
21
名
を
招
集
し
ま
し
た
。

訓
練
初
日
、
出
頭
し
た
予
備
自
衛
官

は
、
訓
練
開
始
式
に
臨
み
、
第
１
特
科

隊
第
３
中
隊
長
に
対
し
て
訓
練
開
始
申

告
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
の
訓
練
で
は
、
小
火
器
の
分
解

結
合
や
Ｆ
Ｈ
70
操
砲
、
野
外
炊
具
の
取

扱
い
、
個
人
用
防
護
装
備
の
装
着
、
個

人
携
帯
対
戦
車
弾
の
取
扱
い
な
ど
内
容

も
多
岐
に
わ
た
り
、
参
加
者
は
、
真
剣

な
面
持
ち
で
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

訓
練
４
日
目
に
は
、
本
部
長
が
訓
練

後
に
激
励
の
言
葉
を
述
べ
、
訓
練
の
労

を
ね
ぎ
ら
う
と
と
も
に
、
士
気
を
鼓
舞

し
ま
し
た
。

最
終
日
に
は
参
加
隊
員
か
ら
、
「
コ

ロ
ナ
禍
の
中
私
た
ち
の
た
め
に
訓
練
を

計
画
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
」
と
感
謝
の
言
葉
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
11
都
県
に
お
い
て
緊
急
事

態
宣
言
が
発
出
さ
れ
る
中
で
の
訓
練
と

な
り
ま
し
た
が
、
訓
練
を
担
当
し
た
第

一
特
科
隊
第
３
中
隊
の
み
な
ら
ず
、
出

頭
し
た
予
備
自
衛
官
１
人
１
人
が
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に
努

め
無
事
に
５
日
間
訓
練
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

１
月
19
日
（
火
）
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
「
防
衛
と
安
全
に
関
す
る

懇
話
会
」
（
理
事
長

藤
原

進
氏
）
の
主
催
に
よ
る
新
春
防

衛
講
話
に
本
部
長
、
援
護
課
長

及
び
募
集
課
長
が
参
加
し
ま
し

た
。同

法
人
は
、
平
和
と
独
立
及

び
公
共
の
安
全
と
秩
序
の
維
持

に
関
す
る
諸
問
題
を
調
査
研
究

す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
活

動
に
協
力
、
支
援
す
る
こ
と
を

目
的
に
平
成
19
年
（
２
０
０
７

年
）
に
設
立
さ
れ
た
も
の
で
、

当
日
は
、
15
名
の
方
が
出
席

し
ま
し
た
。

本
部
長
か
ら
は
「
我
が
国
の

防
衛
を
め
ぐ
る
状
況
に
つ
い
て
」

と
い
う
題
目
で
、
我
が
国
を
取

り
巻
く
環
境
や
陸
・
海
・
空
各

自
衛
隊
の
活
動
等
に
つ
い
て
講

話
を
行
い
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
募
集
課
長
は
、
自
衛
隊
の

募
集
や
広
報
活
動
の
現
状
に
つ

い
て
、
援
護
課
長
は
、
退
職
自

衛
官
の
就
職
援
護
等
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
の
方
々
か
ら
は
、
「
自

衛
隊
の
活
動
や
自
衛
官
の
募
集

や
援
護
な
ど
の
状
況
等
を
聞
く

こ
と
が
で
き
て
た
め
に
な
っ
た
」

と
い
っ
た
声
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。山

梨
地
本
は
今
後
も
様
々
な

機
会
を
通
じ
て
自
衛
隊
に
関
す

る
情
報
を
発
信
し
て
参
り
ま
す
。

感
染
拡
大
防
止
し
予
備
自
衛
官
５
日
間
訓
練
実
施
さ
れ
る

１
月
21
日
（
木
）
、
山
梨
地
本
は

静
岡
地
本
と
合
同
で
、
広
報
官
教
育
を

実
施
し
ま
し
た
。

本
教
育
は
、
広
報
官
に
必
要
と
さ
れ

る
知
識
及
び
技
能
を
向
上
さ
せ
る
目
的

で
毎
年
実
施
し
て
お
り
、
こ
の
コ
ロ
ナ

禍
の
中
に
お
い
て
も
、
何
と
か
広
報
官

に
他
地
本
の
現
状
を
研
修
さ
せ
た
い
、

両
地
本
相
互
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
も
図
り

た
い
と
の
思
い
も
あ
り
、
静
岡
地
本
と

の
共
催
を
調
整
し
、
今
年
度
は
ツ
イ
ン

メ
ッ
セ
静
岡
及
び
静
岡
募
集
案
内
所
に

お
い
て
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

入
念
な
コ
ロ
ナ
対
策
が
施
さ
れ
る
中
、

ツ
イ
ン
メ
ッ
セ
静
岡
に
お
い
て
部
外
講

師
に
よ
る
新
卒
者
採
用
環
境
及
び
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
法
等
に
関
す
る
講
話

を
聴
講
し
た
の
ち
、
静
岡
募
集
案
内
所

へ
移
動
し
、
「
三
密
」
を
回
避
し
な
が

ら
、
同
募
集
案
内
所
の
活
動
状
況
を
研

修
し
ま
し
た
。

講
話
を
聴
い
た
広
報
官
か
ら
は
「
講

師
の
説
明
が
具
体
的
で
分
か
り
や
す
く
、

話
し
方
の
見
本
に
し
た
い
」
等
の
声
が

多
数
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
静
岡
地
本

の
広
報
官
と
積
極
的
な
意
見
交
換
に
よ

り
、
「
他
地
本
の
施
策
を
知
る
こ
と
が

で
き
、
非
常
に
参
考
に
な
っ
た
」
と
研

修
の
成
果
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

山
梨
地
本
は
、
今
後
と
も
広
報
官
等

の
能
力
の
更
な
る
向
上
に
努
め
、
わ
か

り
や
す
い
広
報
に
よ
っ
て
、
自
衛
隊
の

こ
と
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ

新春防衛講話で
自衛隊の活動を説明

令
和
２
年
度
広
報
官
教
育


